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平素よりお世話になっております。 

われわれ、日本アーカイブズ学会は、かけがえのないアーカイブズ（団体、家及び個人

が作成し、収受し、保存されてきた記録等）を守り、伝えていくための学術研究を続けて

いる研究者・アーキビストからなる日本学術会議協力学術研究団体です。 

  さて、今般公開された、貴県文書館（以下、「文書館」といいます）の『平成２８年度 

事業概要』によれば、２０１６年３月末現在の文書館が収蔵する公文書は１２９，３３６

冊とされています。これは、『平成２７年度 事業概要』に記載されている１４２，３７

４冊から１３，０３８冊減少しています。同様に、県史収集資料も６８，２８１点減少し

ています。 

 ご存じの通り、公文書等の管理に関する法律（平成２１年７月１日法律第６６号）１５

条１項にて、特定歴史公文書等については「永久に保存しなければならない。」とされてお

り、同３４条で「地方公共団体は、この法律の趣旨にのっとり、その保有する文書の適正

な管理に関して必要な施策を策定し、及びこれを実施するよう努めなければならない。」と

規定されています。当会は、上記の法の趣旨等に鑑みて、県民共有の知的資源である歴史

的に重要な公文書及び県史収集資料が大幅に減少していることを深く憂慮しております。 

つきましては、以下の点について質問しますので、１１月末日までにご回答くださいま

すよう、お願い申し上げます。 

なお、本質問状及び頂戴した回答は当会のホームページで公開することを申し添えま

す。 

 

問１ 文書館所蔵公文書・県史収集資料が、大幅に減少した理由は如何。 

問２ 減少した公文書・県史収集資料の具体的な簿冊名・資料名・内容は如何。 

問３ 減少の理由が廃棄によるものだとすれば、その根拠・選別基準は如何。 

問４ 減少の理由が廃棄であった場合、問３で質問した規則・制度等は、「公文書等 

の管理に関する法律」の趣旨を如何にふまえたものか。 

 

以上 
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